
ＧⅠ全日本王座決定戦を開催！
　２月 28 日火～３月５日日の 6 日間、『読売
新聞社杯 ＧⅠ全日本王座決定戦 開設 70 周年
記念』を開催します。期間中、ステージイベン
トやワークショップなど、皆さんで楽しめるイ
ベントを行います。
※ 入場料１００円が必要です（20 歳未満は無

料です）。

▽ �問い合わせ　ボートレース芦屋企画宣伝係
（☎２２３- ０５８１）

ボートレース芦屋

土居祥平
）野上居土（ 

お問合せ
あしや夢リアホール
TEL：093-221-1117　公式サイト http://yumeria-hall.com/

あしや夢リアホール　MAP

※出演者は予告なく変更になる場合があります。変更の場合の払い戻しは致しかねますのでご了承下さい。
※入場時に検温のご協力をお願いします。 症状によっては、ご入場をお断りすることがございますので、
　あらかじめご了承ください。
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検温に
ご協力ください

手指消毒に
ご協力ください

換気を
おこなっています

マスクの着用に
ご協力ください

距離を保って
お並びください
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ワタナベ九州の芸人によ
る

お笑いネタライブも開催
！

坂本りの （HKT48）

秋吉優花 （HKT48）ゴリけん

矢野ぺぺ 
（パラシュート部隊

ノボせもんなべ

ブルーリバー(川原豪介・青木淳也 ) 土居上野(上野聖和・土居祥平)

斉藤優 
（パラシュート部隊

チケット料金 ( 消費税込 )

チケット取り扱い
●カンフェティ（Confetti）

【電話予約】 0120-240-540 ※通話料無料
（受付時間　平日10：00～18：00※オペレーター対応）

※電話でのご予約には会員登録は必要ありません。
【  W E B  】 https://www.confetti-web.com/※要会員登録（無料） カンフェティ

前売：2,000円／当日：2,500円 ※全席指定

日時

2023年3月12日 日曜　開場／11：30 開演／12：00

▽ �とき　３月 12 日日・正午（午前 11 時 30 分開場）
～午後１時 30 分

▽ �ところ　あしや夢リアホール

▽ �料金　前売り２０００円、当日２５００円

▽ �チケット予約
【インターネット】カンフェティ
※ 会員登録が必要です。
【電話】　０１２０‐２４０‐５４０（オペレーター対応）
※ 受付時間は平日・午前 10 時～午後６時

▽ �問い合わせ　あしや夢リアホール（☎２２１‐１１１７）

カンフェティ
ホームページ

あしや夢リアホールイベント情報

エンタメライブ
即興劇団 三角定規

エンタメライブ
即興劇団 三角定規

エンタメライブ
即興劇団 三角定規

エンタメライブ
即興劇団 三角定規
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特
別
展

「
玉
井
家
・
吉
田
家
・
杉
山
家
」

～
人
の
望
み
と
喜
び
と
～
よ
り

　

特
別
展
で
は
、
幕
末
か
ら
昭
和
に
か

け
て
の
、
芦
屋
と
若
松
を
舞
台
と
し
た

３
家
の
関
わ
り
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
始
ま
り
の
物
語
を
、
玉
井
政
雄
著

『
九
州
郷
土
夜
話
』
よ
り
一
部
変
更
の
上

抜
粋
し
、
紹
介
し
ま
す
。

　
奇
兵
隊
の
密
使
と
芦
屋
港

　
文
久
３
（
１
８
６
３
）
年
10
月
下
旬
の

事
で
あ
る
。
芦
屋
町
市
場
町
（
現
在
の
西

浜
町
）
の
薬
種
商
人
、
塩
田
久き
ゅ
う
え
も
ん

右
衛
門
家

の
門
口
に
、
浪
人
者
ら
し
い
二
人
の
男
が

立
っ
た
。ど
ち
ら
も
若
い
。「
主
人
に
会
い

た
い
」
そ
う
い
っ
て
一
通
の
手
紙
を
差
し

出
し
た
。
番
頭
が
主
人
の
久
右
衛
門
に
取

り
次
い
だ
。
手
紙
は
下
関
の
旧
友
福
島
屋

要
助
の
も
の
で
あ
る
。
久
右
衛
門
は
二
人

を
奥
の
離
れ
座
敷
に
案
内
さ
せ
、
自
分
は

衣
服
を
あ
ら
た
め
て
二
人
の
前
に
出
た
。

「
長ち
ょ
う
し
ゅ
う
き
へ
い
た
い
し

州
奇
兵
隊
士
、小
田
村
素も
と
た
ろ
う

太
郎
」「
同

じ
く
木
谷
市い
ち
の
じ
ょ
う

之
丞
だ
」
二
人
は
そ
う
名

乗
っ
た
。「
高
杉
先
生
の
命
で
依
頼
し
た

い
こ
と
が
あ
っ
て
来
た
の
だ
」

　
小
田
村
が
す
ぐ
用
件
を
切
り
出
し
た
。

福
岡
藩
の
内
情
を
詳
し
く
知
り
た
い
と

い
う
の
で
あ
る
。

　

文
久
３
年
は
幕
府
の
攘じ
ょ
う
い夷
決
行
の
方

針
が
決
ま
っ
た
の
で
、長
州
藩
は
5
月
に

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど

の
船
に
砲
撃
を
加
え
、６
月
に
ア
メ
リ
カ

軍
艦
、フ
ラ
ン
ス
軍
艦
に
よ
っ
て
下
関
を

砲
撃
さ
れ
た
年
で
あ
る
。８
月
に
は
公
武

合
体
派
の
策
謀
に
よ
っ
て
朝
議
が
一
変

し
、
長
州
藩
は
京
都
か
ら
追
わ
れ
、
三
条

実さ
ね
と
み美
ら
尊そ
ん
じ
ょ
う攘派
の
公く
ぎ
ょ
う卿
７
人
が
長
州
に

落
ち
た
。
し
か
し
、長
州
は
あ
く
ま
で
倒

幕
路
線
を
推
し
進
め
る
つ
も
り
だ
か
ら
、

奇
兵
隊
士
が
福
岡
藩
の
藩
情
を
探
る
た

め
に
密
か
に
派
遣
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

奇
兵
隊
は
文
久
３
年
６
月
、高
杉
晋
作
に

よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
新
し
い
型
の
軍
隊

で
あ
る
。

　

福
岡
藩
諸
国
応
接
係
の
杉
山
三
郎
平

と
尊そ
ん
の
う皇
派
で
医
師
の
早
川
養よ
う
け
い敬
が
小
田

村
に
対
応
し
た
。杉
山
と
早
川
と
が
、「
藩

公
に
直
接
会
う
の
は
無
理
だ
か
ら
、重
役

に
会
い
、そ
の
手
を
通
し
て
藩
公
の
書
簡

を
も
ら
っ
て
帰
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。使

者
の
面
目
は
一
応
立
つ
と
思
わ
れ
る
が
」

久
右
衛
門
も
そ
ば
か
ら
口
を
添
え
た
。小

田
村
は
重
役
に
だ
け
会
い
、長
州
へ
帰
っ

て
い
っ
た
。
が
、時
勢
は
こ
れ
か
ら
ま
た

激
し
く
動
く
こ
と
に
な
る
。

　
元
治
元
（
１
８
６
４
）
年
、幕
府
は
長

州
征
伐
（
第
一
次
）
を
命
じ
、諸
侯
に
兵

を
出
さ
せ
た
。総
参
謀
が
西
郷
吉き
ち
の
す
け

之
助
で

あ
る
。芦
屋
町
に
は
薩
摩
藩
兵
三
千
人
が

来
て
駐
軍
し
た
。薩
摩
藩
の
軍
艦
乾け
ん
こ
う
ま
る

行
丸

と
蒸
気
船
豊と
よ
み
ず
ま
る

瑞
丸
も
来
て
い
る
。芦
屋
の

薩
軍
本
陣
は
観
音
寺
に
置
か
れ
た
。西
郷

の
奔
走
に
よ
っ
て
長
州
藩
の
謝
罪
が
決

ま
り
、征
長
軍
が
解
兵
す
る
こ
と
に
な
っ

た
と
き
は
、吉
之
助
も
芦
屋
の
本
陣
へ
足

を
運
ん
で
い
る
。

　

征
長
軍
解
兵
か
ら
１
カ
月
と
経
た
ぬ

こ
ろ
、
高
杉
晋
作
が
挙
兵
し
て
長
州
の

藩
論
を
く
つ
が
え
し
て
い
る
。
慶
応
２

（
１
８
６
６
）
年
の
第
二
次
長
州
征
伐
の

と
き
は
、芦
屋
町
に
は
福
岡
藩
兵
が
駐
屯

し
た
。長
州
征
伐
の
失
敗
に
よ
っ
て
さ
ら

に
屋
台
骨
の
揺
ら
い
だ
幕
府
は
、慶
応
３

年
に
大
政
奉
還
し
、や
が
て
薩
長
を
中
心

に
し
た
明
治
の
新
政
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
、

子し
し
ゃ
く爵
に
叙
せ
ら
れ
た
楫か
と
り取
素も
と
ひ
こ彦
と
い
う

長
州
出
身
の
人
物
が
い
た
が
、こ
の
楫
取

が
奇
兵
隊
の
密
使
、
小
田
村
素
太
郎
で

あ
っ
た
と
い
う
。

　
三
郎
平
は
廃
藩
後
、
一
家
を
挙
げ
て
芦

屋
町
に
移
住
し
、
久
右
衛
門
と
の
交
わ
り

を
深
め
た
。
久
右
衛
門
は
維
新
後
、
芦
屋

に
住
み
つ
い
た
杉
山
三
郎
平
一
家
の
世

話
を
色
々
し
て
い
た
が
、
杉
山
家
に
来
る

と
き
は
、「
常
に
羽は
お
り
は
か
ま

織
袴
を
着
用
に
及
ん

で
、
威い
ぎ
た
ん
ぜ
ん
あ
た
か

儀
端
然
恰
も
臣
下
の
主
君
に
対
す

る
態
度
で
あ
っ
た
」と
い
う
。杉
山
一
家
は

久
右
衛
門
の
没
し
た
翌
年
、
福
岡
に
帰
る

こ
と
に
な
る
が
、
大
正
末
年
に
出
版
さ
れ

た
其そ
の
ひ
あ
ん

日
庵 

杉
山
茂
丸
著
書
「
百
魔
」
に
、

久
右
衛
門
の
事
蹟
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

 

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀
史
歴
屋
芦

行
そ
の
三
百
二
十
二

△�下関功山寺の高杉晋作像

編

集
後
記

▼『
星
た
ち
の�

光
あ
つ
め
て�

見
え
て

き
た�

こ
の
道
を
い
く�

明
日
の
僕
は
』

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
『
舞
い
上
が
れ
！
』

で
詠
ま
れ
た
俳
句
で
す
。二
十
歳
を
迎

え
た
皆
さ
ん
に
贈
る
の
に
良
い
句
だ

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、皆
さ

ん
を
見
守
る
一
人
と
し
て
、今
の
気
持

ち
に
ぴ
っ
た
り
な
短
歌
も
紹
介
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

『
君
が
行
く�

新
た
な
道
を
照
ら
す
よ

う�

千
億
の
星
に�

頼
ん
で
お
い
た
』

二
十
歳
の
皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
俳
句
は
ド
ラ
マ
の

脚
本
家
、
桑
原
亮
子
さ
ん
の
作
品
で

す
。桑
原
さ
ん
は
、２
０
１
１
年
に「
歌

会
始
の
儀
」
で
入
選
者
10
人
に
選
ば

れ
た
歌
人
で
も
あ
り
ま
す
。 

（
鍬く
わ
も
り守
）
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